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長
崎
の
文
学
サ
ー
ク
ル
誌
「
芽
だ
ち｣

は
一
九
五
三
年
六
月
二
十
一
日

(1)

に
創
刊
さ
れ
、
一
九
五
九
年
八
月
九
日
、
三
十
八
号
で
終
刊
し
た
。
雑
誌

の
発
行
状
況
、
記
事
の
特
徴
、
関
連
の
あ
る
サ
ー
ク
ル
な
ど
に
つ
い
て
は
、

拙
稿
「
山
田
か
ん
と
サ
ー
ク
ル
誌
」（
「
原
爆
文
学
研
究
」

、
二
〇
〇
九
・
十
二
）

8

で
述
べ
た

。
本
稿
は
そ
れ
に
続
い
て
、
「
芽
だ
ち
」
の
総
目
次
を
記
録
す

(2)

る
も
の
で
あ
る
。

創
刊
第
一
号
の
「
発
刊
に
あ
た
っ
て
」
は
、
「
こ
ん
ど
文
学
を
愛
す
る

者
達
が
集
っ
て
、
自
分
達
の
作
っ
た
歌
や
詩
や
小
説
を
こ
ん
な
形
で
出
す

こ
と
に
し
ま
し
た
。
／
今
、
会
社
に
、
工
場
に
、
町
に
、
村
に
、
働
ら
く

人
達
の
い
る
処
、
全
国
の
ど
こ
に
で
も
作
ら
れ
て
い
る
文
学
サ
ー
ク
ル
の

一
つ
と
し
て
「
芽
だ
ち
」
の
名
を
そ
の
末
席
に
連
ね
さ
せ
て
貰
う
わ
け
で

す
」
と
書
き
出
さ
れ
て
い
る
。
一
九
五
〇
年
代
の
全
国
的
な
サ
ー
ク
ル
運

動
に
お
け
る
長
崎
の
事
例
と
し
て
、
ま
ず
は
「
芽
だ
ち
」
を
戦
後
文
化
運

動
史
上
に
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
を
ひ
と
つ
の
サ
ン
プ
ル
と

し
て
取
り
上
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
つ
な
が
り
の
あ
る
長
崎
市
内
外
の
サ

ー
ク
ル
の
動
き
も
と
ら
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
本
誌
に
発
表
さ
れ
た

詩
歌
・
創
作
・
評
論
の
数
々
は
、
一
九
五
〇
年
代
の
長
崎
の
労
働
者
に
よ

長
崎
戦
後
サ
ー
ク
ル
誌
「
芽
だ
ち
」

総
目
次

楠

田

剛

士

編

K
U
S
U
D
A

T
s
u
y
o
s
h
i

る
表
現
活
動
と
し
て
、
長
崎
の
戦
後
文
学
・
文
化
の
貴
重
な
証
言
で
あ
る
。

特
に
、
原
爆
に
関
す
る
詩
が
た
び
た
び
発
表
さ
れ
、
ほ
ぼ
毎
年
八
月
に
特

集
が
組
ま
れ
た
こ
と
は
、
「
芽
だ
ち
」
に
被
爆
体
験
を
も
つ
会
員
た
ち
が

少
な
く
な
く
、
彼
ら
が
い
か
に
原
爆
を
、
社
会
や
生
活
の
み
な
ら
ず
文
学

の
問
題
と
し
て
考
え
よ
う
と
し
て
い
た
か
を
意
味
す
る
。
こ
の
よ
う
に
サ

ー
ク
ル
誌
に
お
け
る
原
爆
表
象
を
考
え
る
上
で
も
「
芽
だ
ち
」
は
見
逃
せ

な
い
。
「
芽
だ
ち
」
を
論
じ
た
も
の
と
し
て
、
会
員
の
一
人
で
あ
っ
た
山

田
か
ん
の
先
駆
的
な
仕
事
が
あ
る
（
『
長
崎
・
詩
と
詩
人
た
ち

―
反
原
爆
表
現

の
系
譜
』
汐
文
社
、
一
九
八
四
・
十
一
）
。
だ
が
、
未
だ
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な

い
こ
と
も
多
く
、
本
誌
の
記
事
情
報
を
共
有
化
し
、
今
後
の
研
究
を
進
め

る
た
め
に
、
総
目
次
を
作
成
し
た
。

な
お
、
長
崎
の
文
芸
同
人
誌
の
総
目
次
と
し
て
、
下
野
孝
文
・
横
手
一

彦
「
『
地
人
』
総
目
次
」（
「
敍
説
Ⅱ
‐

」
二
〇
〇
一
・
八
）
と
、
長
野
秀
樹
・

02

中
原
豊
「
『
橋
』
総
目
次
」（
同
前
）
が
あ
る
。
「
地
人
」
に
掲
載
さ
れ
た
原

爆
文
学
論
に
反
応
す
る
よ
う
な
批
評
が
「
芽
だ
ち
」
誌
面
に
登
場
す
る
こ

と
を
拙
稿
（
前
掲
）
で
触
れ
た
が
、
本
稿
が
「
地
人
」（
一
九
五
五
―
五
八
年
、

全
十
四
号
）
、
「
橋
」（
一
九
六
一
―
六
五
年
、
全
十
六
号
）
の
総
目
次
と
併
読
さ

れ
る
こ
と
で
、
長
崎
に
お
け
る
サ
ー
ク
ル
運
動
の
人
や
言
葉
の
つ
な
が
り

が
さ
ら
に
見
え
て
く
る
に
ち
が
い
な
い
。

【
注
記
】

「
県
内
初
期
の
原
爆
詩
人
た
ち
〈

〉
」（
「
長
崎
新
聞
」
一
九
八
五
・
七
・
二
十
八
）

1

6

に
よ
れ
ば
、
高
村
洋
一
＝
本
名
・
田
川
実
が
「
ほ
ぼ
三
十
八
号
の
終
刊
ま
で
「
芽
だ

ち
」
に
か
か
わ
り
、
大
半
の
編
集
後
記
を
執
筆
し
て
い
る
」
と
あ
り
、
第
二
号
に
「
Ｙ
」



と
し
て
記
さ
れ
た
「
編
集
後
記
」
は
、「
高
村
洋
一
」
の
も
の
で
あ
る
。
第
四
号
の
「
編

Ｙ

集
後
記
」
や
無
記
名
の
「
編
集
後
記
」
の
大
半
も
、
高
村
が
記
し
た
と
推
察
さ
れ
る
。

ま
た
、
短
歌
作
品
を
多
く
寄
せ
た
ヤ
ナ
セ
・
イ
チ
ロ
ー
（
柳
瀬
一
郎
）
は
、
表
紙
の

版
画
を
担
当
し
た
こ
と
も
あ
り
、
「
Ｙ
」
と
記
さ
れ
た
「
カ
ッ
ト
」
は
ヤ
ナ
セ
の
も
の

だ
と
考
え
ら
れ
る
。

拙
稿
に
お
い
て
、
同
人
の
権
藤
菊
枝
と
森
菊
枝
を
別
記
し
て
い
た
が
、
両
者
は
同
一

2
人
物
で
あ
っ
た
。
訂
正
し
お
詫
び
申
し
上
げ
る
。
ご
教
示
い
た
だ
い
た
鎌
田
信
子
氏

に
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

※

本
総
目
次
は
、
故
山
田
か
ん
氏
所
蔵
の
原
本
資
料
を
借
用
し
作
成
さ
れ
た
。
閲
覧
の

便
宜
を
は
か
っ
て
く
だ
さ
っ
た
山
田
和
子
氏
に
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

（
九
州
大
学
大
学
院
比
較
社
会
文
化
学
府
博
士
後
期
課
程
三
年
）

凡
例

一
、
本
総
目
次
は
、
「
芽
だ
ち
」
所
収
の
文
章
を
掲
載
さ
れ
た
順
序
で
作

成
し
た
も
の
で
あ
る
。

一
、
原
本
の
号
数
表
記
は
、
特
に
初
期
の
も
の
が
不
揃
い
で
あ
る
た
め
、

本
総
目
次
で
は
便
宜
上
「
第
□
号
」
に
統
一
し
た
。
ま
た
、
発
行
年
・

月
・
日
が
す
べ
て
記
載
さ
れ
て
い
る
の
は
、
第
一
―
十
六
、
三
十
六
、

三
十
八
号
で
、
そ
れ
以
外
は
発
行
年
月
の
み
で
あ
る
。

一
、
各
項
目
は
、
基
本
的
に
分
類
、
標
題
、
著
者
名
、
掲
載
頁
の
順
で
記

し
た
。
掲
載
が
二
頁
以
上
に
わ
た
る
場
合
は
、
開
始
頁
―
終
了
頁
と
し

て
い
る
。
別
の
頁
に
飛
ぶ
記
事
に
つ
い
て
は
、
読
点
に
続
け
て
も
う
一

つ
の
頁
数
を
記
し
た
。
例
え
ば
、
「

―

、

」
と
あ
る
の
は
、

25

26

24

25

頁
か
ら
記
事
が
始
ま
り
、

頁
の
続
き
が

頁
に
飛
ん
で
、
そ
こ
で
記

26

24

事
が
終
わ
る
こ
と
を
表
し
て
い
る
。
ま
た
、
裏
表
紙
裏
に
頁
番
号
が
あ

る
場
合
で
も
「
裏
表
紙
裏
」
と
表
記
を
統
一
し
た
。

一
、
分
類
は
、
本
文
表
記
に
従
っ
た
。
た
だ
し
、
本
文
に
な
い
場
合
は
目

次
に
拠
り
、
目
次
に
も
な
い
場
合
は
、
編
者
の
判
断
で
付
し
た
。

一
、
標
題
・
著
者
名
は
、
本
文
表
記
に
従
っ
た
。
た
だ
し
、
本
文
に
無
い

場
合
や
明
ら
か
な
誤
記
と
考
え
ら
れ
る
も
の
は
目
次
に
拠
っ
た
。
著
者

名
は
あ
え
て
表
記
の
統
一
を
は
か
っ
て
い
な
い
。
短
歌
、
俳
句
、
川
柳

で
作
品
数
だ
け
示
し
た
も
の
は
無
題
を
表
す
。

一
、
表
紙
絵
、
カ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
、
著
者
名
が
分
か
る
も
の
を
記
し
た
。

一
、
仮
名
遣
い
は
原
文
の
ま
ま
と
し
、
旧
漢
字
は
新
漢
字
に
、
異
体
字
は

正
字
に
改
め
た
。

一
、
＊
印
は
編
者
に
よ
る
注
記
で
あ
る
。

編
集
発
行
者

文
学
サ
ー
ク
ル
（
第
一
号
）

な
が
さ
き
め
だ
ち
文
学
サ
ー
ク
ル
（
第
二
号
）

な
が
さ
き
芽
だ
ち
文
学
サ
ー
ク
ル
（
第
三
号
―
三
十
八
号
）

発
行
責
任
者
（
＊
五
号
か
ら
明
記
）

長
崎
市
炉
粕
町
二
二

内
野
四
郎
（
第
五
―
十
六
号
）

長
崎
市
炉
粕
町
二
二

中
村
方

内
野
四
郎
（
第
十
七
―
三
十
八
号
）



第
一
号

一
九
五
二
年
六
月
二
十
一
日

発
行

(

＊
巻
頭
言)
発
刊
に
あ
た
っ
て

1

(

＊
詩
）

お
い
つ
く
ろ
う
よ
仲
間
達

は
や
ま
・
み
き
お

1

(

＊
詩
）

強
い
草
達
の
歌

は
や
ま
・
み
き
お

2

創
作

チ
ー
セ
ン

赤
馬
と
お
る

―
3

4

(

＊
詩
）

壁
ぬ
り

む
ら
や
ま
た
か
し

4

(

＊
広
告
）

趙
基
天
著
・
許
南
麒
訳
『
白
頭
山
』（
ハ
ト
書
房
）

4

(

＊
随
筆
）

私
は
真
実
が
ほ
し
い

田
和
利
四
郎

、
5

4

創
作

が
ま

う
ち
の
し
ろ
う

―
6

7

詩

昼
飯
時

う
ち
の
し
ろ
う

8

短
歌

(

＊
五
首
）

ひ
ご
じ
ん

8

(

＊
歌
詞
）

西
岡
音
頭

ひ
ご
じ
ん

8

編
集
後
記

8

第
二
号

一
九
五
二
年
八
月
一
日

発
行

(

＊
歌
詞
）

民
族
解
放
の
歌
（
人
民
文
学
七
月
号
よ
り
転
載
）

1

(

＊
巻
頭
言)

時
感

1

詩

ダ
リ
ア

高
村
洋
一

2

と
な
り
の
小
母
さ
ん

む
ら
や
ま
・
た
か
し

2

軍
艦
の
絵

む
ら
や
ま
・
た
か
し

2

短
歌

悲
憤
（
＊
五
首
）

松
浦
靖

3

一
九
四
五
年
八
月
九
日
（
＊
三
首
）
む
ら
や
ま
・
た
か
し

3

詩

兄
の
声

は
や
ま
・
み
き
お

3

あ
き
ち
で

う
ち
の
・
し
ろ
う

3

創
作

ぱ
ん
ぱ
ん
狂
詩
曲

吉
村
高

―
4

7

浜
本
さ
ん

田
和
利
四
郎

―
7

8

(

＊
広
告
）

中
通
書
店

8

創
作

藤
井
一
曹
へ
の
手
紙

お
や
ま
・
く
に
お

―
9

11

(

＊
随
筆
）

原
爆
の
思
い
出

野
中
美
穂

、
11

8

(

＊
詩
）

母
を
想
う

ひ
ご
じ
ん

12

め
だ
ち
仲
間
の
会
の
き
ま
り

サ

ー

ク

ル

12

回
覧
文
庫
案
内
（
一
）

12

(

＊
広
告
）

野
間
宏
・
木
島
始
他
『
わ
が
祖
国
の
詩
』（
理
論
社
）

12

編
集
後
記

Ｙ
（
＊
高
村
洋
一
）

12

第
三
号

一
九
五
二
年
九
月
一
日

発
行

(

＊
歌
詞
）

平
和
音
頭

小
川
銑

表
紙
裏

目
次

表
紙
裏

詩

白
樺

セ
ル
ゲ
イ
・
ワ
シ
ー
リ
コ
フ
（
長
田
志
郎
訳
）

1

(
＊
巻
頭
言)

第
三
号
に
寄
せ
て

1

創
作

墓
地
に
て

峡
草
郎

―
2

3

短
歌

講
和
（
＊
三
首
）

竜
宮
き
よ
し

3

詩

泣
け
な
い
仲
間

竜
宮
き
よ
し

4

青
年
よ
起
て

ひ
ご
じ
ん

4



盆

お
や
ま
・
く
に
お

5

あ
の
夜
月
が
出
た
な
ら
ば

池
井
晨
朔

5

今
宵
明
月
だ

池
井
晨
朔

5

バ
ナ
ナ
の
木

は
や
ま
・
み
き
お

6

短
歌

メ
ー
デ
ー
（
＊
六
首
）

竜
宮
き
よ
し

6

炎
天
（
＊
五
首
）

竜
宮
き
よ
し

6

作
品
評

思
い
つ
い
た
ま
ゝ

金
井
義
郎

7

詩

新
し
い
芽
（
〈
人
民
文
学
〉
よ
り
転
載
）

ま
き
・
あ
き
ら

7

小
品

と
も
だ
ち

吉
村
高

―
8

10

創
作

天
び
ん
棒

赤
馬
と
お
る

―
10

12

(

＊
広
告
）

中
通
書
店

12

サ
ー
ク
ル
・
ニ
ュ
ー
ス

13

め
だ
ち
仲
間
の
会
の
き
ま
り

裏
表
紙
裏

サ

ー

ク

ル

投
稿
に
つ
い
て
お
願
い

裏
表
紙
裏

回
覧
文
庫
案
内
（
二
）

裏
表
紙
裏

編
集
後
記

裏
表
紙
裏

＊
小
川
銑
の
歌
詞
は
「
人
民
文
学
」（
一
九
五
二
・
八
）
に
、
ワ
シ
ー
リ
コ
フ
の
詩
は
「
人

民
文
学
」（
一
九
五
一
・
十
一
）
に
掲
載

第
四
号

一
九
五
二
年
十
月
二
日

発
行
（
＊
二
日
は
一
日
か
）

(

＊
楽
譜
）

民
族
解
放
の
歌

表
紙
裏

目
次

表
紙
裏

詩

寡
婦
と
母
親
の
ね
が
い
（「
世
界
抵
抗
詩
選
」）

エ
リ
ュ
ア
ー
ル

1

(

＊
巻
頭
言)

サ
ー
ク
ル
発
展
の
た
め
に

1

詩

そ
の
お
前
が

う
ち
の
・
し
ろ
う

2

Ｙ
さ
ん
に

い
ば
・
し
ず
お

3

小
品

び
い
玉

む
ら
や
ま
・
た
か
し

―
4

5

投
稿
に
つ
い
て

5

短
歌

(

＊
十
八
首
）

茂
木
養
吉

6

(

＊
四
首
）

砂
原
一

6

歌
詞

母
の
ね
が
い

ひ
ご
じ
ん

6

評
論

勤
労
者
の
文
学

西
山
清

―
6

9

替
唄

か
わ
い
ゝ
予
備
隊
さ
ん

ひ
こ
く
み
ん

9

詩

俺
達
の
一
票
を

は
や
ま
・
み
き
お

10

再
び
ご
あ
い
さ
つ
に

池
井
晨
朔

11

小
品

蝙
蝠
傘
修
繕
屋

は
や
ま
・
み
き
お

―
12

14

作
品
評

人
間
性
と
い
う
も
の

金
井
義
郎

14

(

＊
広
告
）

中
通
書
店

14

創
作

鎌

お
や
ま
・
く
に
お

15

現
場
小
屋
の
昼

う
ち
の
・
し
ろ
う

16

編
集
後
記

Ｙ
（
＊
高
村
洋
一
）

裏
表
紙
裏

サ
ー
ク
ル
・
ニ
ュ
ー
ス

裏
表
紙
裏

第
五
号

一
九
五
二
年
十
一
月
一
日

発
行

(

＊
楽
譜)
旗
風

お
か
も
と
・
よ
し
て
る

表
紙
裏

目
次

表
紙
裏



詩

に
ほ
ん
あ
ぶ
な
い
（
小
学
四
年
生

武
田
く
に
「
『
お
父
さ
ん
を
生

か
し
た
い
』
よ
り
）

1

(

＊
巻
頭
言)
時
感

1

創
作

輸
送
船

お
や
ま
・
く
に
お

―
2

5

短
歌

映
画
・
原
爆
の
子
（
＊
十
首
）

松
浦
靖

5

詩

巡
査
に
な
っ
た
友
へ

池
井
晨
朔

6

或
る
夕
方
の
断
想
―
生
き
る
願
い
―

栗
風
一
平

7

秋

は
や
ま
・
み
き
お

8

若
葉
の
歌

あ
き
ず
み

8

二
度
と
踏
む
ま
い

山
田
林
久

9

梨
売
の
バ
ー
さ
ん

あ
づ
ま

10

短
歌

秋
の
い
の
ち
（
＊
十
首
）

松
田
研
一

11

さ
ぼ
て
ん
（
＊
五
首
）

松
田
研
一

11

囚
捕
（
＊
五
首
）

松
浦
靖

11

(

＊
四
首
）

葵
雅
子

11

(

＊
三
首
）

茂
木
正
人

11

(

＊
三
首
）

岸
比
沙
子

11
(

＊
三
首
）

内
海
健
一
郎

11
(

＊
三
首
）

蘭
栄

11

(

＊
随
筆)

病
床
か
ら
（
お
金
の
な
い
こ
と
／
高
い
薬
を
買
う
こ
と
）

つ
る
し
ま
・
じ
ろ
う

12

小
品

お
じ
や
／
パ
チ
ン
コ

く
さ
ま
・
ご
ろ
う

、
13

17

創
作

職
安
の
階
級

う
ち
の
・
し
ろ
う

14

ペ
ル
シ
ヤ
絨
毯

く
さ
ま
・
ご
ろ
う

15

娯
楽
版

(

＊
詩
）
明
る
い
世
界
を

ひ
ご
じ
ん

16

ば
っ
て
ん
狂
歌
（
＊
五
首
）

ふ
て
い
の
や
か
ら

16

が
ん
ど
口

ふ
て
い
の
や
か
ら

16

川
柳
（
＊
五
句
）

ふ
て
い
の
や
か
ら

16

(

＊
歌
詞
）
よ
し
だ
の
か
ご
や

ふ
て
い
の
や
か
ら

16

(

＊
歌
詞)

旗
風

い
の
う
え
・
と
し
お

裏
表
紙
裏

編
集
後
記

内
野
（
＊
内
野
四
郎
）

裏
表
紙
裏

奥
付

裏
表
紙
裏

第
六
号

一
九
五
二
年
十
二
月
一
日

発
行

(

＊
詩
）

わ
た
し
の
愛
す
る
祖
国
の
た
め
に

貴
島
雄
二
（
北
海
道
）
表
紙
裏

目
次

表
紙
裏

(

＊
巻
頭
言)

一
九
五
二
年
を
お
く
る

1

詩

海
の
火

は
や
ま
・
み
き
お

2

祭
の
く
る
日

池
井
晨
朔

3

か
け
と
り

は
や
ま
・
み
き
お

3

歯
と
皮
膚
と

池
井
晨
朔

4

網

つ
る
し
ま
・
じ
ろ
う

5

蟹

森
茂

6

現
場
小
屋
に
て

う
ち
の
・
し
ろ
う

7

(

＊
随
筆)

雲
―
小
さ
な
ス
ケ
ツ
チ
帖
か
ら
―

峡
草
郎

8

短
歌

秋
草
（
＊
十
首
）

松
浦
靖

9

娯
楽
版

川
柳
（
＊
五
句
）

洋
鬼
不
好

ヤ
ン
キ
ス
カ
ン

10



(

＊
詩
）
野
良
犬
・
吉
田
さ
ん

ひ
ご
じ
ん

―
10

11

川
柳
（
＊
五
句
）

吉
坊

11

一
口
咄
（
＊
二
編
）

(

＊
無
記
名
）

、
10

11

創
作

台
湾
人
労
働
者

く
さ
ま
・
ご
ろ
う

12

雨
合
羽

す
ぎ
む
ら
・
ひ
ろ
子

13

短
歌

療
養
歌
集
よ
り
（
＊
七
首
）

田
原
寂
水

14

俳
句

雑
詠
（
＊
七
句
）

東
藤
花
雪

14

詩
寸
評

芽
だ
ち
四
号

花
留
三
平

―
14

15

作
品
評

〝
芽
だ
ち
〟
の
短
歌
に
つ
い
て

松
浦
靖

15

作
品
批
評

五
号
の
創
作
欄

金
井
義
郎

16

(

＊
広
告
）

中
通
書
店

16

あ
と
が
き

裏
表
紙
裏

奥
付

裏
表
紙
裏

第
七
号

一
九
五
三
年
一
月
一
日

発
行

(

＊
詩
）

祖
国

表
紙
裏

巻
頭
言

1

目
次

1

創
作

盗
ま
れ
た
金

西
島
耕
治

―
2

5

詩

麦

森
茂

5

僕
ら
が
胸
を
張
っ
て
い
る
の
は

坂
尾
召
太

6

谷
そ
こ
の
街

む
ら
や
ま
・
た
か
し

7

足
音

む
ら
や
ま
・
た
か
し

7

花
も
よ
う
の
ご
む
ま
り

う
ち
の
・
し
ろ
う

8

母
ち
や
ん
の
首
を
切
ら
な
い
で
下
さ
い

坂
尾
召
太

9

消
え
ぬ
う
ら
み

は
や
ま
・
み
き
お

10

女
の
人
達

池
井
晨
朔

11

三
つ
の
旗

む
ら
も
と
・
ひ
か
る

11

首
切
り

ひ
ご
じ
ん

12

人
参

池
井
晨
朔

13

朝

あ
づ
ま
・
よ
し
お

13

短
歌

(

＊
四
首
）

や
ま
し
た
・
か
ず
こ

14

(

＊
三
首
）

葵
雅
子

14

(

＊
三
首
）

蘭
栄

14

(

＊
三
首
）

田
上
三
杯

14

(

＊
三
首
）

山
谷
瓢
八

14

(

＊
三
首
）

茂
木
正
人

14

(

＊
三
首
）

内
海
健
一
郎

15

(

＊
三
首
）

岸
比
沙
子

15

(

＊
三
首
）

若
川
肇

15

(

＊
十
四
首
）

田
原
寂
水

15

川
柳

(

＊
二
句
）

邦
坊

―
16

17

(

＊
四
句
）

が
わ
た
ろ

―
16

17

(

＊
六
句
）

吉
坊

―
16

17

(

＊
七
句
）

清
す
け

―
16

17

(
＊
カ
ッ
ト
）

Ｓ
Ｉ
Ｒ
Ｏ

―
16

17

新
版
ト
ン
コ
節

が
わ
た
ろ

16



川
柳

(

＊
三
句
）

ポ
ン
吉

17

創
作

坂
段
の
あ
る
道

む
ら
や
ま
・
た
か
し

―
18

19

生
き
る
女

お
や
ま
・
く
に
お

―
20

22

め
だ
ち
回
覧
文
庫

22

編
集
後
記

裏
表
紙
裏

奥
付

裏
表
紙
裏

第
八
号

一
九
五
三
年
二
月
一
日

発
行

(

＊
詩
）

｢

小
林
多
喜
二
に
捧
げ
る
」
よ
り

炎
は
燃
え
て
い
る

若
杉
卓
二
（
北
海
道
）

表
紙
裏

目
次

表
紙
裏

巻
頭
言

1

創
作

お
し
げ
叔
母
の
こ
と

白
石
二
郎

―
2

4

短
歌

(

＊
三
首
）

白
石
二
郎

4

(

＊
二
首
）

た
わ
ら
・
い
し

4

(

＊
二
首
）

田
原
寂
水

4
(

＊
手
紙)

松
川
か
ら
の
便
り

本
田
昇

5

詩

銀
杏

本
田
昇

―
6

7

賀
状

前
進
座
第
二
班
／
前
進
座

大
久
保
光
代
／
株
式
会
社
共

同
映
画
社
九
州
支
社
／
青
年
文
化
協
会
（
中
央
）
土
方
与

平
／
九
州
擁
護
連
絡
会
議
・
平
和
擁
護
福
岡
県
委
員
会

事
務
局
長

赤
塚
欣
二

7

詩

ナ
タ
ー
シ
ャ
を
憶
う

北
見
健
二

8

多
喜
二
の
あ
と
に

う
ち
の
・
し
ろ
う

9

(

＊
随
筆)

彼
と
天
皇

坂
尾
召
太

―
10

11

コ
ン
ト

知
事
と
い
う
名
の
電
車

頓
田
九
郎

―
12

13

映
画
評

ひ
め
ゆ
り
の
乙
女
た
ち

堀
要

14

(

＊
随
筆)

原
爆
図
展
を
観
て

西
山
清

15

随
筆

釜
の
ふ
た
を
か
ぶ
せ
ら
れ
た
花
嫁

野
中
伸
吾

16

短
歌

(

＊
四
首
）

白
石
二
郎

16

(

＊
二
首
）

田
原
寂
水

16

(

＊
二
首
）

た
わ
ら
・
い
し

16

(

＊
随
筆)

私
は
平
和
を
求
め
る

立
花
哲

17

俳
句

(

＊
五
句
）

花
雪

17

川
柳

(

＊
十
句
）

吉
坊

17

(

＊
二
句
）

ぽ
ん
吉

17

芽
だ
ち
文
学
サ
ー
ク
ル
を
囲
む
職
場
懇
談
会

(

出
席
者

（
読
者
）
里
、

田
丸
、
西
藤
、
鈴
山
、
田
和
、
坂
尾
、
村
尾
の
皆
さ
ん
（
本
誌
編
集

員
）
ひ
ご
じ
ん
、
く
さ
ま
・
ご
ろ
う
）

―

、

18

19

11

創
作

働
ら
く
な
か
か
ら

蒲
井
春
二

―
20

22

(

＊
評
論)

多
喜
二
覚
え
書

佐
々
木
五
郎

―
裏
表
紙
裏

23

編
集
後
記

裏
表
紙
裏

作
品
募
集

裏
表
紙
裏

奥
付

裏
表
紙
裏

(

＊
広
告
）

中
通
書
店

裏
表
紙

＊
裏
表
紙
裏
は

に
あ
た
る

25



第
九
号

一
九
五
三
年
三
月
一
日

発
行
（
＊
奥
付
「
二
月
一
日
」
を
訂
す
）

(

＊
詩
）

少
数
の
フ
ラ
ン
ス
人
知
識
人
は
敵
に
つ
か
え
た

（
『
エ
リ
ュ
ア
ー
ル
詩
集
』
よ
り
）

表
紙
裏

目
次

表
紙
裏

詩

サ
ー
ク
ル

高
村
洋
一

1

森
安
さ
ん

成
沢
藤
人

2

荒
海

は
や
ま
・
み
き
お

3

〝
あ
ゝ
多
喜
二
よ
〟
―
小
林
多
喜
二
の
霊
を
慰
む
―

村
雨
哲
郎

3

原
爆
の
図
〝
幽
霊
〟
を
観
て

白
石
二
郎

4

雀
の
歌

む
ら
も
と
・
ひ
か
る

4

〝
救
っ
て
く
れ
た
光
り
〟

森
茂

5

月

日
長
崎
職
安
朝
の
一
齣

成
沢
藤
人

2

20

6

原
稿
募
集

｢

芽
だ
ち
」
編
集
部

6

短
歌

応
給
（
＊
十
七
首
）

松
田
研
一

7

(

＊
二
首
）

本
田
広
美

7

〝
ひ
め
ゆ
り
の
塔
〟
を
観
て

(

＊
四
首
）

白
石
二
郎

8
(

＊
六
首
）

た
わ
ら
・
い
し

8

(

＊
三
首
）

森
茂

8

(

＊
五
首
）

田
原
寂
水

8

川
柳

(

＊
四
句
）

八
郎

9

(

＊
十
句
）

吉
坊

9

(

＊
五
句
）

悪
太
郎

9

(

＊
七
句
）

ポ
ン
吉

9

童
話

キ
ャ
ラ
メ
ル
工
場

佐
々
木
五
郎

―
10

12

詩

赤
い
カ
マ
ボ
コ

は
や
ま
・
み
き
お

13

座
談
会

〝
真
空
地
帯
〟
を
観
て

中
谷
／
石
本
／
白
石
（
白
石
二
郎
記
）

―
14

15

(

＊
随
筆)

〝
平
和
の
中
の
若
さ
を
〟

南
山
敬
一

16

(

＊
随
筆)

春
に
な
っ
た
ら

本
田
広
美

16

批
評

二
月
号
に
つ
い
て

金
井
義
郎

17

声

生
々
し
い
職
場
を

(

＊
無
記
名
）

18

会
員
の
声

一
漁
船
々
員

18

身
近
か
な
も
の
に

う
ち
の
・
し
ろ
う

18

お
知
ら
せ(

＊
受
贈
「
海
峡
」
「
新
萌
文
学
」
「
虹
」
「
く
わ
ず
み
」
）

（

マ

マ

）

18

創
作

村
会
議
員
の
一
家

西
島
耕
治

―
19

21

め
だ
ち

坂
尾
召
太

―
裏
表
紙
裏

22

あ
と
が
き

裏
表
紙
裏

奥
付

裏
表
紙

＊
裏
表
紙
裏
は

に
あ
た
る

25

第
十
号

一
九
五
三
年
四
月
一
日

発
行

(
＊
短
歌)

働
け
ど
（
―
啄
木
歌
集
よ
り
―
）

表
紙
裏

目
次

表
紙
裏

巻
頭
言

1

創
作

船
出

西
島
耕
治

―
2

5



詩

ス
タ
ー
リ
ン
の
死
を
悼
む

う
ち
の
・
し
ろ
う

5

ス
コ
ッ
プ
一
杯
の
石
炭
が

石
島
喜
作

6

石
け
ん
拭
き

石
島
喜
作

7

せ
ん
き
ょ

う
ち
の
・
し
ろ
う

8

二
月
二
十
五
日
松
ヶ
枝
現
場
に
て

成
沢
藤
人

9

俺
は
胸
を
張
っ
て

お
や
ま
・
く
に
お

10

ス
タ
ー
リ
ン
の
死
に
つ
い
て

高
崎
進

11

短
歌

願
い
と
貧
と
（
＊
九
首
）

松
田
研
一

12

大
い
な
る
星
（
＊
十
首
）

た
わ
ら
・
い
し

13

川
柳

(

＊
九
句
）

吉
坊

14

(

＊
三
句
）

八
郎

14

(

＊
三
句
）

ポ
ン
吉

14

な
ぞ
な
ぞ(

＊
七
問
）

へ
ん
た
ろ

14

創
作

父
の
抗
議

成
瀬
藤
人

―
15

16

(

＊
随
筆
）

私
の
日
記
よ
り
〝
電
燈
屋
〟

く
さ
ま
・
ご
ろ
う

17

原
稿
募
集

｢

芽
だ
ち
」
編
集
部

17

(

＊
随
筆
）

私
の
日
記
よ
り
―
そ
の

―
〝
帰
り
途
〟

2

く
さ
ま
・
ご
ろ
う

―
18

19
(

＊
手
紙
）

松
川
か
ら
の
礼
状
―
宮
城
の
救
援
会
よ
り
「
芽
だ
ち
」
会

員
の
皆
さ
ん
へ
―

19

作
品
評

身
近
か
な
も
の

金
井
義
郎

20

編
集
後
記

裏
表
紙
裏

奥
付

裏
表
紙
裏

(

＊
広
告
）

前
進
座
「
屈
原
物
語
」
、
中
通
書
店

裏
表
紙

第
十
一
号

一
九
五
三
年
六
月
一
日

発
行

(

＊
詩)

(

マ
ヤ
コ
フ
ス
キ
ー
詩
集
よ
り
）

表
紙
裏

目
次

表
紙
裏

巻
頭
言

1

創
作

黄
河

成
沢
藤
人

―
2

6

短
歌

生
く
る
べ
く
（
＊
三
首
）

松
田
研
一

5

貧
し
さ
の
な
か
に
（
＊
三
首
）

た
わ
ら
・
い
し

5

か
な
し
き
こ
と
（
＊
二
首
）

栗
風
一
平

5

原
稿
募
集

｢

芽
だ
ち
」
編
集
部

6

創
作

製
缶
工
場

浦
川
春
夫

―

、

7

11

6

詩

組
合
旗

坂
尾
召
太

9

創
作

モ
デ
ル
衛
生
村

西
島
耕
治

―
12

15

川
柳

(

＊
七
句
）

吉
坊

15

(

＊
七
句
）

ポ
ン
吉

15

し
り
と
り
川
柳
（
＊
九
句
）

ポ
ン
吉

15

(

＊
広
告
）

中
通
書
店

15

詩

喜
び

ほ
し
・
み
ち
る

16

不
思
議
な
人
々

ほ
し
・
み
ち
る

17

花
に
寄
せ
て

栗
風
一
平

18

働
く
友
へ

松
井
克
己

19

愚
な
る
人
々

や
ま
・
き
よ
し

19

彼
方
よ
り

山
春
雄

20



明
日
に
な
っ
た
ら

竜
川
み
の
る

21

短
歌

(

＊
五
首
）

松
田
研
一

22

(

＊
四
首
）

栗
風
一
平

―
22

23

(
＊
三
首
）

た
わ
ら
・
い
し

23

(

＊
三
首
）

基
英

23

(

＊
映
画
評)

村
八
分

浦
川
春
夫

24

(

＊
広
告)

映
画
「
雲
な
が
る
る
果
て
に
」

24

(

＊
作
品
評)

悪
太
郎
の
川
柳
よ
り

佐
々
木
五
郎

25

職
安
メ
ー
デ
ー
記

歌
声
は
轟
く

う
ち
の
・
し
ろ
う

―
26

27

作
品
評

深
さ
と
広
さ

金
井
義
郎

28

お
知
ら
せ(

＊
受
贈
「
新
萌
文
学
」
「
虹
」
「
く
わ
み
ず
」
「
熊
本
文
学
」
）

28

あ
と
が
き

裏
表
紙
裏

奥
付

裏
表
紙
裏

(

＊
広
告
）｢

人
民
文
学
」
六
月
号
、『
日
本
と
中
国
』（
日
本
中
国
有
効
協
会
）、

「
ソ
ヴ
エ
ト
・
ニ
ュ
ー
ス｣
(

ソ
ヴ
エ
ト
資
料
通
信
社
）

裏
表
紙

第
十
二
号

一
九
五
三
年
七
月
一
日

発
行

(

＊
詩
）

す
が
す
が
し
い
大
気

ポ
ー
ル
・
エ
リ
ュ
ア
ー
ル
／
木
島
始
訳

表
紙
裏

目
次

表
紙
裏

(

＊
巻
頭
言)

一
周
年
を
迎
え
て

1

詩

手
伝
い
に
行
っ
て

白
石
二
郎

2

あ
の
船
は
何
だ

白
石
二
郎

3

憶
い
だ
し
て
下
さ
い

黒
岩
鉄
雄

4

俺
ら
の
抗
議

成
沢
藤
人

5

春
の
訪
れ

や
ま
・
き
よ
し

5

家
屋
撤
去

新
井
八
郎

6

た
ち
の
き

新
井
八
郎

6

雨

む
ら
や
ま
・
た
か
し

7

父
と
子

野
中
美
穂

7

職
安
応
能
賃
金

岩
瀬
郎

―
8

9

批
評

暗
さ

む
ら
や
ま
・
た
か
し

―
8

9

原
稿
募
集

｢

芽
だ
ち
」
編
集
部

9

短
歌

(

＊
五
首
）

た
わ
ら
・
い
し

10

(

＊
十
首
）

柳
瀬
一
郎

―
10

11

(

＊
九
首
）

葵
真
砂
子

11

(

＊
随
筆)

友
人
と
税
官
吏

梅
田
至

12

(

＊
随
筆)

梅
雨
期

梅
田
至

13

詩

蟻

佐
野
五
助

13

(

＊
随
筆)

或
る
夜
の
出
来
事

あ
づ
ま
・
よ
し
を

14

創
作

冤
罪

別
府
藤

―
15

19

〝
芽
だ
ち
〟
を
囲
む
職
場
懇
談
会
覚
え
書

す
ぎ
む
ら
・
ひ
ろ
し

―
20

21

(
＊
広
告
）

映
画
「
蟹
工
船
」

21

作
品
評

芽
だ
ち
に
寄
せ
る

村
田
浩
一
郎
（
新
萌
文
学
編
集
部
）

22

あ
と
が
き

裏
表
紙
裏

奥
付

裏
表
紙
裏

(

＊
広
告
）｢

新
日
本
文
学
」
七
月
号
、「
人
民
文
学
」
七
月
号

裏
表
紙



第
十
三
号

一
九
五
三
年
八
月
一
日

発
行

表
紙
絵

三
菱
長
崎
造
船
所

山
波
善
雄

表
紙

(

＊
詩
）

げ
ん
し
ば
く
だ
ん(

―
峠
三
吉
編
集
「
わ
れ
ら
の
詩
」
第
十
六
号

(

子
と
共
に
平
和
の
う
た
を
）
よ
り
―
）

浜
田
淳
子(

小
学
三
年
）

表
紙
裏

目
次

表
紙
裏

(

＊
巻
頭
言)

原
爆
の
日
を
迎
え
て

1

創
作

傷
痕

浦
川
春
夫

―
2

7

詩

再
会

か
ず
を
・
し
ろ
う

5

短
信

熊
本
保
養
院
文
学
サ
ー
ク
ル
／
前
進
座
一
同

7

詩

怒
り
の
夜

黒
岩
鉄
雄

―
8

9

頑
張
れ
信
吉
よ

北
見
健
二

―
10

11

水
害

か
ず
を
・
し
ろ
う

11

傷
痕
去
ら
ぬ
君
と
共
に

う
ち
の
・
し
ろ
う

―
12

13

直
ち
に
答
え
よ
う

う
ち
の
・
し
ろ
う

14

夜
は
去
る

如
月
弥
生

15

短
歌

(

＊
十
一
首
）

金
井
よ
し
子

16
(

＊
随
筆)

狂
女

別
府
藤

16

娯
楽
版

(

＊
川
柳
）
Ｍ
Ｓ
Ａ
（
＊
七
句
）

八
郎

17

(

＊
詩
）

米
に
代
り
て

ひ
ご
じ
ん

ア
メ

17

特
報
娯
楽
版

ひ
ご
じ
ん

18

(

＊
詩
）
猿
芝
居

凡
太

19

川
柳
（
＊
八
句
）

吉
坊

20

(

＊
詩
）
船
出

ひ
ご
じ
ん

20

童
話

迷
子
の
仔
犬

黒
岩
鉄
雄

―
21

22

原
稿
募
集

｢

芽
だ
ち
」
編
集
部

22

創
作

或
る
雨
の
夜
に
―
僕
の
小
さ
な
ス
ケ
ッ
チ
帖
か
ら
―

(

そ
の
二
）

峡
草
夫

―
23

24

崖
の
下
（
＊
第
一
回
）

む
ら
や
ま
・
た
か
し

―
25

28

作
品
評

編
集
部

裏
表
紙
裏

編
集
後
記

裏
表
紙
裏

奥
付

裏
表
紙
裏

(

＊
広
告
）

九
州
平
和
大
会
、
「
平
和
の
う
た
ご
え
」
第
二
集

裏
表
紙

第
十
四
号

一
九
五
三
年
九
月
一
日

発
行

表
紙
絵

大
波
止

久
間
一
郎

表
紙

目
次

表
紙
裏

(

＊
詩
）

バ
ラ
と
モ
ク
セ
イ
（
ア
ラ
ゴ
ン
『
フ
ラ
ン
ス
の
起
床
ラ
ッ
パ
』
よ
り
）

1

創
作

保
安
隊
志
願
者

西
島
耕
治

―
2

5

詩

親
父
の
事

白
石
二
郎

―
6

7

カ
ン
ナ

瑛
ス
マ
子

8

自
由

野
添
正

8

何
処
か
で

瑛
ス
マ
子

9

創
作

大
演
習

別
府
藤

―
10

11

Ｓ
伯
母
さ
ん

佐
田
友
治

―
12

13

(

＊
広
告
）

映
画
「
君
に
捧
げ
し
命
な
り
せ
ば
」

13



短
歌

(

＊
三
首
）

基
英

14

川
柳

(

＊
八
句
）

吉
坊

14

浦
上
刑
務
所
案
内
（
＊
十
三
首
）
野
添
正

14

創
作

崖
の
下
（
第
二
回
）

む
ら
や
ま
・
た
か
し

―
15

20

詩

黙

否

野
添
正

（
マ
マ
）

17

(

＊
川
柳
）

ロ
ー
ゼ
ン
ベ
ル
グ
夫
妻
を
弔
う
（
＊
一
句
）

吉
坊

19

(

＊
短
信
）

暑
中
お
伺
い
申
し
上
げ
ま
す

北
星
映
画
株
式
会
社
九
州
支
社

20

原
稿
募
集

｢

芽
だ
ち
」
編
集
部

20

編
集
あ
と
が
き

裏
表
紙
裏

奥
付

裏
表
紙
裏

(

＊
広
告
）｢

新
日
本
文
学
」
九
月
号
、「
人
民
文
学
」
九
月
号

裏
表
紙

第
十
五
号

一
九
五
三
年
十
月
一
日

発
行

表
紙
絵

大
浦
の
坂

久
間
一
郎

表
紙

目
次

表
紙
裏

(

＊
魯
迅
の
句
の
引
用
）

1

創
作

野
田
さ
ん
の
怒
り

白
石
二
郎

―
2

4

短
歌

坐
り
込
み
（
＊
十
一
首
）

松
田
研
一

5

批
評

再
び
暗
さ
に
つ
い
て

泉
田
清

5

詩

出
島
の
岸
壁
に
て

白
石
二
郎

―
6

7

短
歌

生
活
抒
情
（
＊
十
首
）

金
井
よ
し
子

8

雑
詠
（
＊
六
首
）

太
田
ま
き
子

9

愛

児
に
寄
せ
て
（
＊
四
首
）

太
田
ま
き
子

い
と
し
ご

9

創
作

冤
罪
―
第
二
回
―

別
府
藤

―

、

10

14

7

短
歌

か
か
る
日
に
（
＊
九
首
）

松
田
研
一

13

創
作

崖
の
下
（
第
三
回
）

む
ら
や
ま
・
た
か
し

―
15

20

川
柳

(

＊
八
句
）

吉
坊

18

連
絡
の
あ
る
他
サ
ー
ク
ル

(

＊
虹
、
鉱
石
船
、
文
学
さ
せ
ぼ
、
熊
本
文
学
、
く
わ
み
ず
、
海
峡
）

20

原
稿
募
集

｢

芽
だ
ち
」
編
集
部

20

(

＊
批
評
）
芽
だ
ち
の
発
展
を
期
せ
よ

い
ず
み
だ
・
き
よ
し

裏
表
紙
裏

編
集
あ
と
が
き

裏
表
紙
裏

奥
付

裏
表
紙
裏

(

＊
広
告)

映
画
「
ひ
ろ
し
ま
」
、
映
画
「
赤
い
自
転
車
」

裏
表
紙

第
十
六
号

一
九
五
三
年
十
二
月
一
日

発
行

表
紙
絵

彦
山

久
間
一
郎

表
紙

(

＊
詩
）

サ
ー
ク
ル
の
友
よ
真
実
の
友
よ
―
十
一
月
五
日
の
判
決
を

前
に

鈴
木
信
（
松
川
）

表
紙
裏
―
1

目
次

表
紙
裏

評
論

二
つ
の
こ
と

車
大
八

―
2

3

詩

十
二
月
二
十
二
日

池
井
朔

―
4

5

飯

白
石
二
郎

5

短
歌

(

＊
八
首
）

金
井
よ
し
子

6

嫁
ぐ
妹
に
（
＊
五
首
）

太
田
ま
さ
子

―
6

7

秋
（
＊
五
首
）

太
田
ま
さ
子

7



(

＊
三
首
）

岡
本
芳
輝

7

童
話

岩
と
金
剛
石

黒
岩
鉄
雄

―
8

12

感
謝
状

(

＊
松
川
事
件
被
告
救
援
に
関
し
て
）

13

随
想

朝
の
で
き
事

山
上
照
子

14

映
画
評
論

最
近
の
映
画
か
ら

む
ら
も
と
・
し
げ
る

15

川
柳

(

＊
六
句
）

ポ
ン
吉

16

(

＊
十
四
句
）

吉
坊

―
16

17

(

＊
二
句
）

八
郎

17

寄
稿

編
集
部
の
皆
さ
ん

黒
岩
鉄
雄

―

、

16

17

13

作
品
評

『
崖
の
下
』
に
つ
い
て

金
井
義
郎

18

創
作

に
こ
よ
ん
暮
し

別
府
藤

―
19

24

随
想

私
の
日
記
か
ら

別
府
藤

24

連
絡
あ
る
他
サ
ー
ク
ル

(

＊
虹
、
鉱
石
船
、
文
学
さ
せ
ぼ
、
熊
本
文
学
、
く
わ
み
ず
、
海
峡
）

24

原
稿
募
集

｢

芽
だ
ち
」
編
集
部

24

創
作

三
郎
一
家

大
原
忠

―

、

25

26

24

半
鐘
―
あ
る
少
女
の
綴
り
方
か
ら
―

黒
岩
鉄
雄

―
27

30

編
集
あ
と
が
き

30

奥
付

裏
表
紙
裏

(

＊
広
告
）

芽
だ
ち
書
房
、
江
川
薬
局
、
江
川
薬
舗

裏
表
紙

第
十
七
号

一
九
五
四
年
二
月

発
行

詩

ひ
と
と
い
う
ひ
と
の
前
で

武
田
久

表
紙
裏

目
次

表
紙
裏

(

＊
赤
木
健
介
の
句
の
引
用
）

1

詩

判
決
と
散
髪

池
井
朔

2

け
だ
も
の
の
笑
い

白
石
二
郎

3

苦
し
い
け
れ
ど
頑
張
ろ
う

や
ま
・
き
よ
し

4

声
―
あ
る
夜
貧
し
き
人
々
の
幻
覚
に
な
や
ま
さ
れ
て
―

栗
風
一
平

5

今
日
の
落
漠

池
井
朔

6

奪
わ
れ
る
も
の
は
祖
国
の
山

河
ば
か
り
で
は
な
い

ヤ
マ
カ
ワ

塚
原
雄
三

7

い
つ
ま
で
黙
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か

塚
原
雄
三

8

十
二
月
二
十
三
日

う
ち
の
・
し
ろ
う

9

ル
ポ

サ
セ
ボ

田
和
利
四
郎

―
10

11

俳
句

雑
詠
（
＊
八
句
）

東
草
之
介

11

映
画
案
内

赤
い
自
転
車

(

＊
無
記
名
）

11

短
歌

(

＊
十
四
首
）

松
田
研
一

―
12

13

(

＊
五
首
）

金
井
よ
し
子

13

(

＊
日
記
）

手
繰
船
生
活
雑
記

宮
下
敏
雄

―
14

15

川
柳

(

＊
九
句
）

吉
坊

15

(

＊
五
句
）

八
法
子

15

賀
状

熊
本
文
学
会
一
同
／
国
立
小
浜
療
養
所
患
者
親
和
会

／
前
進
座
興
業
部

16

評
論

作
品
の
粗
雑
さ
に
つ
い
て
な
ど
―
走
り
書
き
別
府
藤
批
判
―

川
尾
渡

―
17

18



創
作

に
こ
よ
ん
暮
し

別
府
藤

―
19

21

編
集
後
記

22

原
稿
募
集

「
芽
だ
ち
」
編
集
部

裏
表
紙
裏

奥
付

裏
表
紙
裏

第
十
八
号

一
九
五
四
年
四
月

発
行

表
紙
絵

住
吉
に
て

久
間
一
郎

表
紙

目
次

表
紙
裏

(

＊
句
）

(

ゴ
ー
リ
キ
の
「
若
い
作
家
た
ち
に
あ
た
え
た
手
紙
」
よ
り
）

1

創
作

さ
む
い
頃
―
僕
の
小
さ
な
ス
ケ
ッ
チ
帖
（
そ
の
三
）

峡
草
夫

―
2

4

詩

み
ど
り
な
す
く
ろ
か
み

木
田
す
み
子

4

結
ば
れ
る
日
も
間
近

は
や
ま
・
み
き
お
／
は
や
ま
・
さ
よ
子

5

あ
な
た
を
誇
ら
ず
に
は
い
ら
れ
な
い

は
や
ま
・
み
き
お

―
6

7

旅
行
好
き
の
Ｎ
子
の
来
た
日
に

は
や
ま
・
み
き
お

6

希
望

は
や
ま
・
み
き
お

7

―
片
隅
の
目
―

池
井
朔

8

ま
だ
母
ち
ゃ
ん
は
か
え
っ
て
こ
な
い

山
田
芳
郎

カ
ア

9

房
々
と
ゆ
れ
て
お
り
ま
す

大
木
洋
子

9

平
和
の
声

千
田
礼
子

10

便
り

う
ち
の
・
し
ろ
う

10

祖
国
の
土
に
て

千
田
礼
子

11

朝
鮮
の
兄
弟
を
忘
れ
る
な

千
田
礼
子

12

マ
グ
ロ

竜
太
郎

12

(

＊
手
紙
）

芽
だ
ち
文
学
の
皆
様

千
田
礼
子

12

作
文

山
切
り

古
賀
光
枝

13

評
論

も
っ
と
暖
か
い
批
判
を
―
批
評
の
あ
り
か
た
に
つ
い
て
―

黒
岩
鉄
雄

―
14

16

(

＊
手
紙
）

文
化
の
交
流
を
望
む

三
池
合
成
文
化
サ
ー
ク
ル

16

創
作

あ
ら
そ
い

新
井
八
郎

―
17

18

川
柳

(

＊
十
句
）

吉
坊

18

創
作

消
え
た
少
年

堀
康(

カ
ッ
ト

久
間
一
郎
）

―
19

21

編
集
後
記

22

原
稿
募
集

｢

芽
だ
ち
」
編
集
部

22

芽
だ
ち
文
学
サ
ー
ク
ル
に
お
は
い
り
く
だ
さ
い

(

芽
だ
ち
文
学
サ
ー
ク
ル
（
仲
間
の
会
）
の
き
ま
り
）

裏
表
紙
裏

連
絡
あ
る
他
サ
ー
ク
ル
（
＊
ま
つ
か
わ
、
鉱
石
船
、
熊
本
文
学
、
く
わ
ず
み
、

虹
、
う
た
ご
え
、
小
療
ニ
ュ
ー
ス
）

裏
表
紙
裏

奥
付

裏
表
紙
裏

(

＊
広
告
）

映
画
「
狂
宴
」、
映
画
「
若
き
親
衛
隊
」、
映
画
「
足
摺
岬
」、

｢

人
民
中
国
」
、
「
中
国
画
報
」

裏
表
紙

第
十
九
号

一
九
五
四
年
五
月

発
行

表
紙
絵

久
間
一
郎

表
紙

目
次

1

創
作

地
下
足
袋

白
石
二
郎

―
2

6



車
券
拾
い

栗
風
一
平

7

犬
と
越
年
斗
争

く
さ
ま
・
ご
ろ
う

8

(

＊
目
次
で
は
「
創
作
」）
私
の
日
記
か
ら

別
府
藤

―
9

10

(

＊
歌
詞
）

の
ん
き
節

梅
沢
義
幸

10

詩

仕
事
帰
り
の
道

栗
風
一
平

11

死
ん
だ
男
の
背
景

池
井
朔

―
12

13

随
筆

日
雇
と
り
気
質

金
井
よ
し
子

―
14

15

中
国
の
思
い
出

滝
沢
昇

15

川
柳

(

＊
三
句
）

吉
坊

15

(

＊
四
句
）

ポ
ン
吉

15

随
筆

想
い
出
の
五
月

千
田
礼
子

16

水
っ
ぽ
い
酒

く
さ
ま
・
ご
ろ
う

16

(

＊
批
評
）

『
批
評
』
と
い
う
こ
と
―
黒
岩
鉄
雄
さ
ん
へ
よ
せ
る
―

川
尾
渡

―
17

18

(

＊
批
評
）

川
尾
氏
の
批
判
に
答
え
て

別
府
藤

18

芽
だ
ち
文
学
サ
ー
ク
ル
に
お
は
い
り
く
だ
さ
い

(

芽
だ
ち
文
学
サ
ー
ク
ル
（
仲
間
の
会
）
の
き
ま
り
）

裏
表
紙
裏

原
稿
募
集

裏
表
紙
裏

あ
と
が
き

裏
表
紙
裏

奥
付

裏
表
紙
裏

第
二
十
号

一
九
五
四
年
七
月

発
行

表
紙
絵

久
間
一
郎

表
紙

目
次

1

(

＊
巻
頭
言)

芽
だ
ち
二
周
年
に
あ
た
っ
て

―
2

3

寸
劇

泥
棒
の
用
心
―
民
話
よ
り
―

平
和
を
守
る
会
会
員
合
作
（
＊
後
記
は
堀
記
）

―

、

4

5

21

詩

お
ふ
く
ろ

和
泉
明

6

月
夜

む
ら
や
ま
・
た
か
し

6

紡
績
女
工
に
な
っ
た
娘

太
田
ま
さ
子

7

洋
行
と
街
吹
く
風

池
井
朔

8

火
熨
斗
の
歌

池
井
朔

9

俺
は
そ
の
場
に
い
た

う
ち
の
・
し
ろ
う

10

納
豆
売
り

千
田
礼
子

11

評
論

も
う
一
言
い
わ
せ
て
貰
い
ま
す
―
十
九
号
掲
載
の
川
尾
さ

ん
の
意
見
に
つ
い
て
―

黒
岩
鉄
雄

―
12

14

言
葉
と
感
動
―
池
井
さ
ん
の
詩
を
め
ぐ
っ
て
―

白
石
二
郎

―
14

15

詩
評

詩
を
武
器
と
す
る
た
め
に

池
井
朔

―
15

16

評
論

再
び
『
批
評
』
と
い
う
こ
と
―
主
に
『
サ
ー
ク
ル
誌
の
あ

り
方
』
に
ふ
れ
て
―

川
尾
渡

―
17

19

随
筆

中
国
の
思
い
で

千
田
礼
子

19

私
の
日
記
か
ら

別
府
藤

―
20

21

(
＊
広
告
）

映
画
「
若
き
親
衛
隊
」

21

Ｍ
子
の
一
日

太
田
ま
さ
子

―
22

23

通
信

〝
ろ
ん
ど
〟
編
集
部

松
田
軍
造
／
大
牟
田
〝
雑
木
林
〟
編

集
部

今
戸
敏
行
／
八
幡
文
学
集
団
〝
鉱
石
船
〟
畑
善
介

23



短
歌

夜
の
雨
（
＊
五
首
）

緑
川
英
二

24

(

＊
五
首
）

葵
真
沙
子

―
24

25

(

＊
五
首
）

瀬
川
一
雄

25

(
＊
十
三
首
）

松
田
研
一

―
25

26

春
深
く
（
＊
五
首
）

太
田
ま
さ
子

―
26

27

憂
い
（
＊
六
首
）

太
田
ま
さ
子

27

創
作

あ
る
少
年
の
こ
と

峡
草
夫

―
28

33

紹
介

映
画
『
太
陽
の
な
い
街
』
制
作
資
金
借
用
の
お
願
い

34

芽
だ
ち
文
学
サ
ー
ク
ル
に
お
は
い
り
く
だ
さ
い

(

芽
だ
ち
文
学
サ
ー
ク
ル
（
仲
間
の
会
）
の
き
ま
り
）

裏
表
紙
裏

原
稿
募
集

裏
表
紙
裏

あ
と
が
き

裏
表
紙
裏

(

＊
広
告
）

映
画
「
太
陽
の
な
い
街
」

裏
表
紙

第
二
十
一
号

原
爆
記
念
平
和
特
集

一
九
五
四
年
八
月

発
行

表
紙
絵

久
間
一
郎

表
紙

目
次

表
紙
裏

(

＊
詩
）

ネ
ル
ー
ダ

1

詩

写
真
の
中
の
友

峡
草
夫

―
2

3

盛
切
飯

草
山
ど
を
し
ん

3

く
り
返
す
な

泉
じ
ろ
う

4

『
八
月
九
日
』

太
田
ま
さ
子

―
4

5

波
の
上
で

白
石
二
郎

5

ロ
ス
ア
ラ
モ
ス

池
井
朔

6

盗
ま
れ
た
火

池
井
朔

7

月
夜
の
砂
浜

ハ
シ
モ
ト
・
ナ
オ
シ

―
8

9

私
の
憩
い
の
場

森
茂

8

雨

久
間
一
郎

9

Ｎ
の
愛
情
？

ハ
シ
モ
ト
・
ナ
オ
シ

10

Ｎ
に

ハ
シ
モ
ト
・
ナ
オ
シ

11

或
日
の
事
な
ん
だ
よ

杉
初
次

12

強
制
退
院

高
村
洋
一

13

蝉
と
り

森
茂

13

わ
す
れ
て
は
な
ら
な
い
ん
だ
よ

新
井
八
郎
／
新
井
し
づ

14

評
論

二
つ
の
読
後
感

池
井
朔

―
15

16

短
歌

雑
詠
（
＊
九
首
）

太
田
ま
さ
子

16

創
作

ボ
ス
―
原
爆
記
念
に
寄
せ
て
―

別
府
藤

―
17

18

随
筆

雑
談

金
井
よ
し
子

―
18

19

通
信

｢

文
学
の
友
」
編
集
部

19

詩

〝
芽
だ
ち
〟
の
人
々
に

ハ
シ
モ
ト
・
ナ
オ
シ

―
20

21

芽
だ
ち
文
学
サ
ー
ク
ル
に
お
は
い
り
く
だ
さ
い

(

芽
だ
ち
文
学
サ
ー
ク
ル
（
仲
間
の
会
）
の
き
ま
り
）

20

原
稿
募
集

20

編
集
後
記

裏
表
紙
裏

奥
付

裏
表
紙
裏

(

＊
広
告
）

原
爆
記
念
平
和
週
間

裏
表
紙



第
二
十
二
号

一
九
五
四
年
十
月

発
行

表
紙
絵

久
間
一
郎

表
紙

目
次

1

創
作

死
ん
だ
妹
と
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と

池
井
朔

―
2

4

詩

原
爆
詩
集

腐
臭
の
原

其
の
一

う
み
・
は
じ
め

―
5

7

税
金

い
い
じ
ま
・
よ
し
お

8

給
料

ハ
シ
モ
ト
・
ナ
オ
シ

8

犬
め
ら
よ
！

松
田
研
一

9

世
帯
の
こ
と

峡
草
夫

10

た
け
の
こ

ハ
シ
モ
ト
・
ナ
オ
シ

11

漁
師

西
久
保
隆
秀

11

『
芽
だ
ち
』
の
仲
間
に

ハ
シ
モ
ト
・
ナ
オ
シ

12

二
十
円
の
カ
ン
パ
を
手
に
し
て

太
田
ま
さ
子

13

あ
の
爆
音
が

森
茂

13

ロ
ー
ゼ
ン
バ
ー
グ
夫
妻
に
捧
ぐ

龍
宮
き
よ
し

―
14

15

通
信

松
川
よ
り
の
便
り

15

童
話

お
地
蔵
さ
ん
と
三
太

太
田
ま
さ
子

―
16

17

短
歌

平
和
音
楽
会
（
＊
十
一
首
）

ハ
シ
モ
ト
・
ナ
オ
シ

18

雑
詠
（
＊
四
首
）

太
田
ま
さ
子

19

(

＊
四
首
）

松
田
研
一

19

作
品
評

短
歌
作
品
評

米
原
秀
二

20

随
筆

観
測
船

西
久
保
隆
秀

21

う
り
も
の

く
さ
ま
・
ご
ろ
う

22

私
の
日
記
か
ら

別
府
藤

23

創
作

蛾

北
冬
二

―
24

26

川
柳

(

＊
六
句
）

あ
き
ら

25

芽
だ
ち
文
学
サ
ー
ク
ル
に
お
は
い
り
く
だ
さ
い

(

芽
だ
ち
文
学
サ
ー
ク
ル
（
仲
間
の
会
）
の
き
ま
り
）

26

原
稿
募
集

26

(

＊
広
告
）

別
冊
・
文
学
の
友
第

集
原
稿
募
集

裏
表
紙
裏

4

編
集
後
記

裏
表
紙
裏

奥
付

裏
表
紙
裏

(

＊
広
告
）

映
画
「
太
陽
の
な
い
街
」

裏
表
紙

第
二
十
三
号

一
九
五
四
年
十
一
月

発
行

表
紙
絵

久
間
一
郎

表
紙

目
次

1

創
作

ど
く
だ
み
草

峡
草
夫

―
2

11

短
歌

(

＊
七
首
）

松
田
研
一

7

秋
（
＊
十
首
）

瀬
川
一
雄

11

詩

芽
だ
ち
の
み
な
さ
ん
へ

渕
野
平
三

12

昼
休
み

渕
野
平
三

―
12

13

給
料

渕
野
平
三

13

松
露
坊
主

き
む
ら
・
さ
だ
お

14

ら
ん
か
ん

き
む
ら
・
さ
だ
お

14

喜
び

北
見
沢
弘
子

15



遺
髪

き
む
ら
・
さ
だ
お

15

死
の
死
の
死
の
…
…

池
井
朔

16

白
い
稲
―
別
府
に
う
た
う
―

池
井
朔

17

う
た
ご
え
の
た
め
に

北
見
沢
弘
子

―
18

19

あ
の
娘
の
顔
を
み
る

北
村
修

―

こ

18

19

腐
臭
の
原
（
其
の
二
）

う
み
・
は
じ
め

―
20

21

す
べ
て
を
き
ず
こ
う

阿
辺
マ
サ
子

21

壁

本
田
昇
（
松
川
事
件
被
告
）

22

通
信

松
川
事
件
対
策
委
員
会

22

童
話

丸
木
橋

き
む
ら
・
さ
だ
お

―
23

25

川
柳

(

＊
五
句
）

吉
坊

25

通
信

葵
真
沙
子

25

短
歌

灰
皿
（
＊
十
首
）

緑
川
英
一

―
26

27

竹
群
（
＊
八
首
）

葵
真
沙
子

27

作
品
評

観
念
的
な
詩
と
短
歌
評
に

池
井
朔

28

創
作
『
蛾
』
に
つ
い
て

吉
村
高

29

(

＊
随
筆
）

わ
ら
す
ぼ
の
記
録
（
一
．
ご
あ
い
さ
つ
）

高
村
洋
一

―
30

31

創
作

実
お
や
じ
さ
ん
の
怒
り

新
井
八
郎

―
32

35
(

＊
紹
介
）｢

松
川
歌
集
」
刊
行
に
つ
い
て
の
お
願
い

36

編
集
後
記

36

奥
付

36

第
二
十
四
号

一
九
五
五
年
二
月

発
行

表
紙
絵

長
崎
の
家

久
間
一
郎

表
紙

(

＊
詩
）

サ
ー
ク
ル
の
な
か
ま
た
ち
へ

詩
は
百
万
人
の
友
の
な
か
に

菅
原
克
己

表
紙
裏

目
次

1

詩

〝
新
し
い
年
の
青
空
を
〟

公
家
和
郎

―
2

3

大
野
原

む
ら
や
ま
た
か
し

―
2

3

窓

池
井
朔

4

檻
の
な
か
の
囚
わ
れ
の
石

池
井
朔

5

｢

仕
事
と
生
活
と
」

影
山
隆

6

｢

こ
の
細
い
道
を
」

影
山
隆

7

五
月

Ｔ
・
Ｓ

7

愛
す
る
人
へ

Ｔ
・
Ｓ

8

〝
三
吉
の
日
記
〟

公
家
和
郎

―
8

9

｢

フ
ィ
ル
ム
」

影
山
隆

9

屠
殺
場
の
黒
牛

き
む
ら
・
さ
だ
お

―
10

11

も
っ
と
多
く
な
れ

う
ち
の
し
ろ
う

11

朗
読
の
た
め
の
詩

一
九
五
四
年
十
一
月
六
日
―
中
国
帰

還
船
員
を
迎
え
て
―
仲
間
た
ち
は
帰
っ
て
き
た

公
家
和
郎

―
12

13

休
日
に

今
井
隆
平

13

俺
達
は
忘
れ
な
い

き
む
ら
・
さ
だ
お

14

通
信

松
川
事
件
対
策
委
員
会
／
平
和
擁
護
日
本
委
員
会
会
長

大
山
郁
夫
／
「
雑
木
林
」
編
集
部

今
戸
敏
行
／
熊
本

文
学
会

元
田
斗
志
雄

14



詩

腐
臭
の
原
（
完
）

う
み
・
は
じ
め

―
15

18

ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ

｢

日
本
の
う
た
ご
え
」
に
参
加
し
て

北
見
沢
弘
子

―
19

21

(

＊
賀
状
）

独
立
映
画
株
式
会
社

21

(

＊
手
紙
）

あ
る
友
よ
り
の
手
紙

き
む
ら
・
さ
だ
お

―
22

23

詩

新
学
期

初
田
静

23

通
信

ま
つ
か
わ
便
り

ま
つ
か
わ
発
行
所

23

短
歌

雨
音
（
＊
十
首
）

瀬
川
一
雄

―
24

23

(

＊
九
首
）

葵
真
佐
子

25

冬
の
雨
（
＊
十
首
）

緑
川
英
一

26

初
冬
（
＊
十
八
首
）

松
田
研
一

―
26

27

(

＊
随
筆
）

わ
ら
す
ぼ
の
記
録
（
続
）（
二
．
女
性
の
患
者
の
悲
し
み
）

高
村
洋
一

―
28

29

原
稿
募
集

29

論
評

簡
単
な
疑
問
〈
池
井
氏
の
批
判
に
答
え
て
〉

米
原
秀
二

30

池
井
さ
ん
の
批
判
に
答
え
て

ハ
シ
モ
ト
・
ナ
オ
シ

―
31

32

(

＊
広
告
）｢

新
日
本
文
学
」
、
「
文
学
の
友
」

32

作
品
評

『
ど
く
だ
み
草
』
雑
感

吉
村
高

33

創
作

パ
ン

別
府
藤

―
34

36

老
人
の
死

北
冬
二

―
37

39

編
集
後
記

40

芽
だ
ち
文
学
サ
ー
ク
ル
の
き
ま
り

40

奥
付

40

第
二
十
五
号

一
九
五
五
年
六
月

発
行

表
紙
絵

丸
木
哲

表
紙

目
次

1

詩

野
間
宏
を
囲
ん
で
（
一
九
五
五
年
二
月
一
一
日
労
働
会
館
に
て
）

き
む
ら
・
さ
だ
お

―
2

3

切
手
を
集
め
る
友
に

き
む
ら
・
さ
だ
お

―
4

5

若
芽

阿
辺
ま
さ
子

5

モ
ー
タ
ー
プ
ー
ル
附
近

池
井
朔

―
6

7

俺
は
新
米
の
メ
ッ
キ
工

田
辺
か
ほ
る

8

ウ
ィ
ン
ア
ッ
ピ
ー
ル
に
署
名
し
よ
う

き
む
ら
・
さ
だ
お

9

セ
ー
タ
ー
に
寄
せ
て

大
山
ひ
ろ
し

―
10

11

評
論

二
十
四
号
の
詩

池
井
朔

―
12

13

短
歌

白
き
粒
子
（
＊
十
首
）

瀬
川
一
雄

13

(

＊
随
筆
）

わ
ら
す
ぼ
の
記
録(

＊
三)

―
こ
す
げ
―

高
村
洋
一

―
14

15

(

＊
手
紙
）

中
国
の
息
子
よ
り
日
本
の
母
へ

大
山
ハ
ル

16

創
作
評

『
蛾
』
と
『
老
人
の
死
』

峡
草
夫

、
17

16

創
作

洋
服

草
辺
鉄

―
18

19

ウ
イ
ー
ン
・
ア
ピ
ー
ル
の
原
子
戦
争
反
対
の
署
名
運
動
に
参
加
し
ま
し
ょ
う

編
集
部

19

創
作

或
る
日
の
院
長

北
冬
二

―

、

20

22

7

評
論

私
は
こ
う
い
う
作
品
を
書
き
た
い
―
主
題
の
積
極
性
と
は

な
に
か
―

黒
岩
鉄
雄

―
22

24

創
作

花
は
咲
け
ど

黒
岩
鉄
雄

―

、

25

36

15



(
＊
広
告
）

ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
シ
リ
ー
ズ
日
本
の
証
言

裏
表
紙
裏

編
集
後
記

裏
表
紙
裏

奥
付

裏
表
紙
裏

原
子
戦
争
の
準
備
に
反
対
す
る
訴
え
（
ウ
イ
ー
ン
・
ア
ピ
ー
ル
）

裏
表
紙

第
二
十
六
号

原
水
爆
反
対
特
集

一
九
五
五
年
八
月

発
行

表
紙
絵

野
田
巌

表
紙

目
次

1

(

＊
巻
頭
言)

原
爆
十
周
年
と
芽
だ
ち
三
周
年
に
あ
た
っ
て

―
2

3

詩

ケ
ロ
イ
ド
は
永
久
に
癒
え
ず

島
明
子

4

原
爆
乙
女
の
会
に
捧
げ
る

高
村
洋
一

―
4

5

生
活
の
う
た

阿
部
マ
サ
子

5

『
を
さ
な
子
よ
』

高
木
登

6

丘
よ
、
川
よ
、
故

郷
の
街
よ
！

黒
岩
鉄
雄

―

フ
ル
サ
ト

7

9

追
憶

池
井
朔

10

暑
い
日
の
哀
慟
〈
同
志
北
京
に
な
い
徳
田
球
一
へ
〉

池
井
朔

11

ち
か
い

中
村
新
七

12

狂
暴
な
玩
具
〈
映
画
・
水
爆
実
験
記
録
〉

池
井
朔

13

私
は
あ
な
た
を
愛
す
る

き
む
ら
・
さ
だ
お

14

メ
ー
デ
ー

西
久
保
隆
秀

15

救
急
袋

新
井
し
ず

15

随
筆

十
年
前
の
出
来
ご
と
と
今
日

阿
辺
ま
さ
子

―
16

17

長
崎
に
来
て

う
ち
や
ま
・
よ
う

―
18

19

俳
句

原
爆
回
顧
（
＊
三
句
）

島
明
子

19

随
筆

メ
ー
デ
ー
と
Ｉ
お
ば
さ
ん
の
死

西
久
保
隆
秀

20

(

＊
手
紙
）

友
よ
り
の
手
紙

き
む
ら
・
さ
だ
お

21

評
論

芽
だ
ち
の
詩
に
つ
い
て
―
二
十
五
号
合
評
―

岡
屋
洋
一

―
22

23

短
歌

泥
濘
（
＊
十
首
）

瀬
川
一
雄

23

(

＊
四
首
）

坂
野
住
夫

23

(

＊
随
筆
）

強
制
退
院
―
わ
ら
す
ぼ
の
記
録
（
四
）
―

高
村
洋
一

―
24

25

創
作

九
十
九
枚
び
ら

黒
岩
鉄
雄

―

、

26

28

32

(

＊
評
論
）

創
作
「
蛾
」
と
「
老
人
の
死
」
の
批
判
に
応
え
て

北
冬
二

―
29

31

通
信
欄

大
牟
田
自
由
労
働
組
合
つ
ど
い
編
集
部
／
黒
岩
鉄
雄

31

御
挨
拶

芽
だ
ち
文
学
サ
ー
ク
ル
編
集
部

32

奥
付

32

＊
阿
部
マ
サ
子
「
生
活
の
う
た
」

第
二
十
七
号
「
お
わ
び
」
に
従
っ
て
筆
者
名
を
訂
す

第
二
十
七
号

一
九
五
五
年
十
二
月

発
行

表
紙
絵

野
田
巌

表
紙

目
次

1

詩

あ
る
人
に

山
口
白
雲

2

小
鳥
の
死

山
口
白
雲

2

い
か
り

山
口
白
雲

3

『
バ
ス
の
窓
か
ら
』

高
木
登

3

噴
射
す
る
指

池
井
朔

4

『
県
庁
の
仲
間
た
ち
』

高
木
登

5



平
和
記
念
像

高
木
登

5

『
子
供
達
に
幸
を
』

川
内
英
子

―
6

7

長
崎
を
去
る

渕
野
平
三

7

平
和
大
集
会

阿
部
マ
サ
子

―
8

9

小
雨

阿
部
マ
サ
子

9

(

＊
随
筆
）

絶
望
的
な
詩
に
つ
い
て
の
私
見

高
木
登

―
10

11

詩

ひ
と
り
ご
と
（
朝
日
新
聞
「
ひ
と
と
き
」
所
載
）
福
田
須
磨
子

11

(

＊
評
論
）

〝
書
簡
の
か
た
ち
で
〟
―
黒
岩
さ
ん
へ
―

池
井
朔

―
12

14

川
柳

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
百
態
（
＊
十
句
）
渕
野
平
三

14

随
想

父
の
残
し
た
と
云
う
小
母
さ
ん
の
小
さ
な
喜
び

坂
野
住
夫

15

短
歌(

其
の
一
）

漂
流
（
＊
十
首
）
／
白
き
手
（
＊
十
首
）
／
街
路
樹

（
＊
十
首
）

ヤ
ナ
セ
・
イ
チ
ロ
ー

―
16

17

随
想

短
歌
・
随
想

柳
瀬
一
郎

17

(

＊
手
紙
）

友
よ
り
の
手
紙
（
其
の
三
）

き
む
ら
・
さ
だ
お

―
18

19

創
作

あ
る
駅
で
の
話

黒
岩
鉄
雄

―
20

22

便
所
の
中

高
木
登

―
23

26

芽
だ
ち
文
学
サ
ー
ク
ル
の
き
ま
り

26

来
信

大
牟
田
市
〝
炭
鉱
地
帯
〟
編
集
部

北
村
千
麻
夫

／
新
熊
本
文
学
運
営
委
員
会

元
田
斗
志
雄

裏
表
紙
裏

お
わ
び

(

＊
第
二
十
六
号
「
生
活
の
う
た
」
は
渕
野
平
三
で
は
な
く
阿
部
マ
サ
子
）

編
集
部

裏
表
紙
裏

編
集
後
記

裏
表
紙
裏

奥
付

裏
表
紙
裏

(

＊
通
信
・
広
告
）

前
進
座
興
行
部

裏
表
紙

＊
カ
ッ
ト

久
間
一
郎

、

、

、

、

、

2

6

8

10

14

15

第
二
十
八
号

一
九
五
六
年
一
月

発
行

表
紙
絵

須
山
紀
一

表
紙

目
次

1

評
論

作
品
の
批
評
と
サ
ー
ク
ル
活
動
に
つ
い
て
―
高
木
さ
ん
に

答
え
る
―

う
ち
の
・
し
ろ
う

―
2

3

詩

あ
ら
し

阿
部
マ
サ
子

4

首
切
り

き
む
ら
・
さ
だ
お

5

わ
が
子
に
か
わ
り
て
う
た
え
る
う
た

小
堀
田
誠

―
6

7

顔

新
井
し
づ

7

随
想

あ
る
日
の
出
来
事

川
内
英
子

―
8

9

川
柳

(

＊
七
句
）

苦
安
人

9

(

＊
六
句
）

吉
坊

9

(

＊
随
筆
）

大
晦
日
―
私
の
日
記
か
ら
―

別
府
藤

―
10

12

短
歌

看
護
婦
（
＊
十
首
）

ヤ
ナ
セ
・
イ
チ
ロ
ー

13

(

＊
五
首
）

葵
真
沙
子

13

短
歌
（
其
の
二
）

ネ
オ
ン
サ
イ
ン
（
＊
十
首
）
／
汚
れ
し
靴
（
＊
十
首
）

／
霧
（
＊
十
首
）

ヤ
ナ
セ
・
イ
チ
ロ
ー

―
14

15

創
作

浴
槽
で
総
入
歯
を
洗
う

峡
草
夫

―
16

33

短
歌

怒
り
（
＊
六
首
）

き
む
ら
・
さ
だ
お

25

〝
松
川
裁
判
〟
の
犠
牲
者
救
援
に
つ
い
て

『
芽
だ
ち
』
編
集
部

33

芽
だ
ち
文
学
サ
ー
ク
ル
の
き
ま
り

33



来
信
欄

前
進
座
一
同
／
大
牟
田
雑
木
林
編
集
部

／
黒
岩
鉄
雄
／
萩
原
芳
雄

34

(

＊
評
論
）

自
由
を
犯
す
者

編
集
部

裏
表
紙
裏

編
集
後
記

裏
表
紙
裏

第
二
十
九
号

一
九
五
六
年
五
月

発
行

表
紙
絵

久
間
一
郎

表
紙

目
次

1

詩

夜
の
飛
行
機

池
井
朔

―
2

3

母
親

山
清

3

窓

阿
部
マ
サ
子

4

眠
り
に
つ
く
前
に

向
井
信
行

5

春
駅

萩
原
芳
雄

6

君

向
井
信
行

!!

6

病
院

山
清

6

自
分
を
捨
て
て

向
井
信
行

6

ほ
ん
と
か
？

池
井
朔

7

評
論

私
も
書
簡
の
か
た
ち
で
―
池
井
さ
ん
へ
―

黒
岩
鉄
雄

―
8

11

短
歌

(

＊
五
首
）

坂
野
住
夫

11

(

＊
広
告
）｢

新
日
本
文
学
」
、
「
現
代
詩
」
、
「
生
活
と
文
学
」

11

評
論

文
学
の
構
成
と
い
う
こ
と

む
ら
や
ま
・
た
か
し

12

短
歌
（
其
の
三
）

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
（
＊
十
首
）
／
モ
ル
モ
ッ
ト
（
＊
十

首
）
／
埃
り
吹
く
街
（
＊
十
首
）
／
雪
降
る
夜
（
＊
十
首
）

／
光
る
刃
物
（
＊
十
首
）

ヤ
ナ
セ
・
イ
チ
ロ
ー

―
13

15

(

＊
随
筆
）

現
金
医
者
―
私
の
日
記
か
ら
―

別
府
藤

16

生
活
綴
方

天
罰
覿
面

黒
岩
鉄
雄

―
17

19

通
信
欄

葵
真
沙
子
／
長
崎
文
学
懇
話
会
／
萩
原
芳
雄

19

原
稿
募
集

19

編
集
後
記

芽
だ
ち
の
『
狭
さ
』
の
問
題

編
集
部

―
裏
表
紙
裏

20

一
つ
の
提
案

池
井
（
＊
池
井
朔
）

裏
表
紙
裏

お
願
い

編
集
部

裏
表
紙
裏

奥
付

裏
表
紙

＊
裏
表
紙
裏
は

に
あ
た
る

21

第
三
十
号

一
九
五
六
年
七
月

発
行

表
紙
絵

久
間
一
郎

表
紙

目
次

1

詩

私
に
は
友
だ
ち
が
な
い
！

村
尾
茂
隆

2

〝
頑
張
れ

と
し
子
さ
ん
〟

原
則
保
／
上
田
松
子

3

波

山
下
順
二

4

午
後

山
下
順
二

4

雪

山
下
順
二

5

こ
ん
な
こ
と
こ
そ
が

向
井
信
行

6

飛
ぶ
髪

池
井
朔

7

散
文
詩

白
炎
の
庭

池
井
朔

―
8

9

子
守
歌

山
村
好
一

9



(
＊
評
論
）

号
の
詩

池
井
朔

―

29

10

11

(

＊
詩
）

原
爆
平
和
大
会
に
の
ぞ
み
て
（
一
九
五
五
・
八
月
）
白
雲
生

（

マ

マ

）

11

短
歌
（
其
の
四
）

と
も
し
び
（
＊
十
首
）
／
黄
濁
（
＊
十
首
）
／
仔
犬

(
＊
十
首
）

ヤ
ナ
セ
・
イ
チ
ロ
ー

―
12

13

(
＊
八
首
）

坂
野
住
夫

13

(

＊
随
筆
）

わ
ら
す
ぼ
の
記
録
（
＊
五
）
梅
雨
／
地
蔵
さ
ん
の
血

高
村
洋
一

―
14

15

創
作

て
ん
ぷ
ら
と
ケ
ロ
イ
ド

水
上
草
夫

―
16

25

原
稿
募
集

25

連
結
器

東
高
校
長
に

(

＊
無
記
名
）

26

(

＊
無
題
）

(
＊
無
記
名
）

―
裏
表
紙
裏

26

編
集
後
記

裏
表
紙
裏

奥
付

裏
表
紙
裏

＊
裏
表
紙
裏
は

に
あ
た
る

27

第
三
十
一
号

原
水
爆
禁
止
特
集
号

一
九
五
六
年
八
月

発
行

表
紙
絵

須
山
清

表
紙

目
次

1

(

＊
巻
頭
言
）
原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
を
讃
え
る

な
が
さ
き
芽
だ
ち
文
学
サ
ー
ク
ル

―
2

3

詩

弾
道

水
上
草
夫

4

限
り
な
き
傷
痕

原
爆
忌
に
寄
せ
て
…
…

山
下
順
二

―
4

5

炎
の
な
か
か
ら

池
井
朔

―
6

9

親
子

槙
博

9

突
然
変
異
の
話

池
井
朔

―
10

11

(

＊
カ
ッ
ト
）

Ｍ
Ａ

11

詩

原
爆

椎
木
武

11

明
日
へ
の
歌

山
村
好
一

12

海
辺

き
む
ら
・
さ
だ
お

13

新
聞
よ
む
彼

夏
村
竜
一

14

友
と
鐘

山
村
好
一

―
14

15

誰
が
あ
の
と
き
信
じ
た
ろ
う
―
如
何
な
る
殺
戮
の
兵
器
も

人
間
の
営
み
に
抗
し
得
ず

黒
岩
鉄
雄

16

ひ
と
こ
と
で
い
ゝ
の
だ
が

黒
岩
鉄
雄

―
16

17

バ
ラ
の
白
さ
よ
―
原
爆
反
対
の
白
バ
ラ
運
動
に
よ
せ
る
―

黒
岩
鉄
雄

17

川
柳

(

＊
八
句
）

吉
坊

17

(

＊
三
句
）

藤
（
＊
別
府
藤
）

17

(

＊
随
筆
）

真
夏
の
手
記

池
井
朔

―
18

19

(

＊
随
筆
）

牛
深
桟
橋
（
＊
一
）

高
木
登

20

短
歌

(

＊
五
首
）

葵
真
砂
子

21

平
和
記
念
像
（
＊
五
首
）

柳
瀬
一
郎

21

魚
臭
（
＊
五
首
）

水
原
雅
人

21

(
＊
手
紙
）

ロ
ン
ド
ン
か
ら
の
便
り

川
内
英
子

―
22

23

評
論

人
間
抵
抗
の
原
爆
文
学
創
造
の
た
め
に

黒
岩
鉄
雄

―
24

27

創
作

原
水
爆
禁
止
署
名

別
府
藤

―
28

30

俳
句

赤
岩
栄
神
父
一
夜
世
の
不
正
に
抗
議
の
弁
（
＊
十
句
）



山
口
白
雲

30

創
作

老
婆

早
田
広

―
31

34

連
結
器

(

＊
無
題
）

黒
岩
鉄
雄

34

池
井
朔
氏
へ

Ｍ
生

―
34

35

適
当
な
参
考
書
を

Ｍ
・
Ｑ

!!

35

(

＊
通
信
）

大
牟
田
自
由
労
働
組
合
つ
ど
い
編
集
部

／
前
進
座
／
柳
瀬
一
郎

―
35

36

原
稿
募
集

35

編
集
後
記

36

奥
付

36

第
三
十
二
号

一
九
五
六
年
十
二
月

発
行

表
紙
絵

水
産
場
に
て

久
間
一
郎

表
紙

目
次

1

詩

は
や
く
昏
れ
る
町

池
井
朔

―
2

3

創
作

つ
ま
ら
ぬ
話

水
上
草
夫

―
4

11

時
化
の
街

山
本
新
吉

―
12

14
(

＊
随
筆
）

牛
深
桟
橋
―
（
二
）
―

高
木
登

15

(

＊
カ
ッ
ト
）

Ｍ
Ａ

15

(

＊
随
筆
）

宙
に
ま
よ
っ
た
ノ
ー
ト

池
井
朔

―
16

18

俳
句

(

＊
五
句
）

山
石
正
（
＊
目
次
は
山
口
正
）

18

砂
川
斗
争
（
＊
五
句
）

山
口
白
雲

18

日
ソ
交
渉
調
印
な
る
（
＊
五
句)

山
口
白
雲

18

(

＊
手
紙
）

或
る
高
校
生
へ
の
返
信

し
ま
・
た
か
し

19

創
作

お
寺
へ

石
井
敏
郎

―
20

25

川
柳

(

＊
七
句
）

吉
坊

24

創
作

第
二
家
族
の
子
等

別
府
藤

―

、

26

30

25

詩

花

水
上
草
夫

29

連
結
器

黒
岩
鉄
雄
氏
へ

夏
村
竜
一

31

原
稿
募
集

編
集
部

31

編
集
後
記

編
集
部

32

奥
付

裏
表
紙
裏

第
三
十
三
号

一
九
五
七
年
七
月

発
行

表
紙
絵

Ｋ
・
は
し
も
と

表
紙

目
次

1

詩

母
の
か
た

山
田
敦
彦

2

雨

山
田
敦
彦

2

働
く
人

山
田
敦
彦

2

少
女

那
珂
す
な
お

3

少
女
の
笑
う
と
き

那
珂
す
な
お

3

黒
い
詰
襟

池
井
朔

―
4

5

孤
独
に
つ
い
て
（
其
の
一
）

伊
藤
草
二

5

孤
独
に
つ
い
て
（
其
の
二
）

伊
藤
草
二

6

平
和
公
園
で
の
断
想

伊
藤
草
二

―
6

7

創
作

組
合
会
議

石
井
敏
郎

―

、

8

9

13



(
＊
随
筆
）

わ
ら
す
ぼ
の
記
録
（
六
）

連
休
／
ク
イ
ズ

高
村
洋
一

―
10

13

短
歌

｢

黄
色
い
鳥
」（
＊
十
五
首
）

山
下
順
二

14

(

＊
六
首
）

葵
真
沙
子

15

版
画
（
拾
首
）

ヤ
ナ
セ
・
イ
チ
ロ
ー

15

新
春
（
拾
首
）

柳
瀬
一
郎

16

裸
木
（
拾
首
）

柳
瀬
一
郎

16

創
作

あ
る
脱
落
者
の
話

伊
藤
草
二

―
17

27

編
集
後
記

27

奥
付

28

第
三
十
四
号

一
九
五
八
年
一
月

発
行

版
画

ヤ
ナ
セ
・
イ
チ
ロ
ー

表
紙

目
次

1

巻
頭
言

長
崎
芽
だ
ち
文
学
サ
ー
ク
ル
編
集
部

―
2

3

創
作

『
断
絶
』

池
井
朔

―
4

12

川
柳

(

＊
七
句
）

吉
坊

9
(

＊
随
筆
）

商
売
を
始
め
た
こ
と

新
井
八
郎

13
(

＊
随
筆
）

わ
ら
す
ぼ
の
記
録
（
七
）

花
を
作
る
（
Ⅰ
）

高
村
洋
一

―
14

15

(

＊
随
筆
）

老
い
た
る
人
々
の
群

森
菊
枝

―
16

17

(

＊
随
筆
）

お
通
夜

石
井
敏
郎

―
18

19

(

＊
随
筆
）

ボ
ロ
買
い

大
崎
ひ
ろ
し

19

(

＊
カ
ッ
ト
）

Ａ
Ｕ

19

詩

夜
を
生
き
る

池
井
朔

―
20

21

短
歌

街
の
と
も
し
び
（
＊
五
首
）

栗
風
一
平

22

赤
き
尾
灯
（
＊
十
首
）

ヤ
ナ
セ
・
イ
チ
ロ
ー

22

創
作

不
孝
者

別
府
藤

―
23

25

俳
句

ト
ル
コ
シ
リ
ア
戦
争
（
＊
三
句
）
山
口
白
雲

25

市
合
併
祝
い
の
日
の
二
句

山
口
白
雲

25

(

＊
五
句
）

山
口
白
雲

25

創
作

下
請
人
夫
（
＊
一
―
三
）

早
田
広

―
26

31

連
結
器

(

＊
佐
世
保
「
サ
ー
ク
ル
な
か
ま
」
の
日
野
氏
か
ら
の
手
紙
）

31

編
集
後
記

32

奥
付

32

第
三
十
五
号

一
九
五
八
年
三
月

発
行

版
画

ヤ
ナ
セ
・
イ
チ
ロ
ー

表
紙

目
次

1

詩

み
ぞ
れ
と
土
工

水
上
草
夫

―
2

3

冬
の
景
色

谷
誠
一

4

(

＊
随
筆
）

こ
じ
つ
け

高
木
登

5

(

＊
随
筆
）

水
泥
棒

吉
村
高

―
6

7

(
＊
随
筆
）

つ
れ
づ
れ
に

別
府
藤

―
8

9

(
＊
短
歌
・
随
筆
）
Ｍ
病
院
長
（
療
友
Ａ
へ
の
一
首
／
序
／
Ｍ
病
院
長

捨
二
首

／
あ
と
が
き
）

ヤ
ナ
セ
・
イ
チ
ロ
ー

10

短
歌

寒
灯
（

首
）

ヤ
ナ
セ
・
イ
チ
ロ
ー

10

11

砂
丘
（

首
）

ヤ
ナ
セ
・
イ
チ
ロ
ー

10

11



(
＊
随
筆
）

自
殺
つ
い
て

水
上
草
夫

―
12

13

創
作

下
請
人
夫
（
＊
四
）

早
田
広

―
裏
表
紙
裏

14

川
柳

(

＊
四
句
）

吉
坊

17

連
結
器

(

＊
無
記
名
）

裏
表
紙
裏

編
集
後
記
（
＊
末
尾
に
切
刷
者
か
ら
の
お
詫
び
が
あ
る
）

裏
表
紙
裏

＊
カ
ッ
ト

Ｙ

、

、

、

、

、

、

2

4

5

6

8

10

11

＊
裏
表
紙
裏
は

に
あ
た
る

19

第
三
十
六
号

一
九
五
八
年
八
月
九
日

発
行

目
次

1

創
作

下
請
人
夫
（
＊
五
～
七
）

早
田
広

―
2

8

詩

十
三
年
目
に

日
野
善
太
郎

8

窓
ガ
ラ
ス

西
久
保
隆
秀

9

い
ず
み
？

友
情
？
―
私
を
そ
だ
て
て
く
れ
た
友
人
へ
―

西
久
保
隆
秀

10

麦
笛

近
藤
栄
治

11

氷
結

近
藤
栄
治

11

戯
曲

原
爆
地
主
（
一
幕
）
原
爆
十
三
周
記
念
に
よ
せ
て

別
府
藤

―
12

14

(

＊
随
筆
）

小
鳥
の
卵
・
へ
び
の
卵

み
し
ま
・
あ
き
ら

15

(

＊
随
筆
）

連
休
に
思
う

別
府
藤

16

川
柳

(

＊
六
句
）

吉
坊

16

(

＊
六
句
）

水
上
草
夫

16

便
り

大
島
か
ら

武
田
利
江

17

(

＊
随
筆
）

妻
の
こ
と
に
よ
せ
て

う
ち
の
・
し
ろ
う

18

(

＊
随
筆
）

街
角

裏
義
光

18

短
歌

真
紅
（
＊
九
首
）

ヤ
ナ
セ
・
イ
チ
ロ
ー

19

時
刻
（
＊
九
首
）

ヤ
ナ
セ
・
イ
チ
ロ
ー

19

(

＊
随
筆
）

中
国
国
旗
侮
辱
事
件
に
思
う

木
村
兵
介

20

(

＊
随
筆
）

い
き
い
き
と
生
き
る
た
め
に

夏
村
竜
一

21

創
作

官
気

吉
村
高

―
22

25

原
稿
募
集

25

創
作

濠
と
汽
笛

水
上
草
夫

―
26

31

編
集
後
記

32

奥
付

32

＊
カ
ッ
ト

Ｙ

、
1

8

第
三
十
七
号

一
九
五
九
年
一
月

発
行

目
次

1

前
口
上

編
集
部

―
2

3

詩

海
へ
通
じ
て
い
る
部
屋

池
井
朔

―
4

5

『
い
ぶ
き
』

西
久
保
隆
秀

6

長
崎
の
思
い
出

た
け
だ
と
し
え

7

サ
ー
ク
ル
の
仲
間

西
久
保
隆
秀

7

土
と
娘

原
恵
子

―
8

9

坂
道

裏
義
光

9



ら
く
が
き
三
題
（
故
郷
／
街
／
或
る
心
）

水
上
草
夫

10

思
い
出
四
つ

新
井
八
郎

11

(

＊
随
筆
）

ぼ
ろ
家
の
修
繕

吉
村
高

―
12

14

(

＊
随
筆
）

私
の
日
記
か
ら
（
車
中
往
来
／
時
間
外
）

別
府
藤

―
15

17

(

＊
随
筆
）

私
の
毎
日

裏
義
光

17

(

＊
随
筆
）

皇
太
子
妃
決
定
の
騒
ぎ
に
つ
い
て

木
村
兵
介

―
18

19

川
柳

(

＊
十
一
句
）

別
府
藤

19

(

＊
随
筆
）

三
角
地
点

早
田
広

―
20

21

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

芽
だ
ち
編
集
部

22

原
稿
募
集

22

編
集
後
記

22

奥
付

22

＊
カ
ッ
ト

Ｙ

、

、

1

12

第
三
十
八
号

一
九
五
九
年
八
月
九
日

発
行

目
次

1
(

＊
評
論
）
安
全
保
障
条
約
を
改
定
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
！

―
子
孫
を
思
う
と
き

高
木
ま
も
る

―
2

3

詩

く
ら
し
の
キ
ー

原
恵
子

―
4

5

満
員
電
車

原
恵
子

―
5

6

わ
な

真
崎
の
ぼ
る

7

ら
く
が
き
二
題
（
立
身
教
／
或
る
時
）

水
上
草
夫

―
8

11

風
と
枯
葉

脇
村
隆

―
12

13

(

＊
創
作
）

馬
鹿

赤
馬
と
お
る

―
14

15

(

＊
随
筆
）

お
ば
あ
さ
ん
と
卵

新
井
八
郎

―
16

17

詩

メ
ー
デ
ー

西
久
保
隆
秀

17

(

＊
随
筆
）

春
の
大
掃
除

吉
村
高

―
18

19

(

＊
随
筆
）

私
は
思
う

裏
義
光

―
20

21

(

＊
手
紙
）

便
り

日
野
善
太
郎

21

(

＊
創
作
）

焦
茶
の
毛
糸

別
府
藤

―
22

24

(

＊
創
作
）

下
請
人
夫
（
＊
八
～
十
四
）

早
田
広

―
裏
表
紙
裏

25

編
集
後
記

裏
表
紙
裏

奥
付

裏
表
紙
裏

＊
裏
表
紙
裏
は

に
あ
た
る

41


